
　
　
　
創
立
六
〇
周
年
の
際
に
、
永
く
歌

い
継
が
れ
る
よ
う
に
と
「
ご
じ
ゅ
う
ね
ん
」

の
歌
詞
を
「
い
く
と
せ
か
」
に
変
え
、
タ

イ
ト
ル
も
変
更
し
て
現い

在ま

に
お
唱
え
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
達
は
梅
花
流
詠
讃
歌
を
通
し
て
、
正
し
い
信
仰
に
生
き
ま
す
。

私
達
は
梅
花
流
詠
讃
歌
を
通
し
て
、
仲
よ
い
生く

ら
し活
を
い
た
し
ま
す
。

私
達
は
梅
花
流
詠
讃
歌
を
通
し
て
、
明
る
い
世
の
中
を
つ
く
り
ま
す
。

お誓い

梅
花
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梅
花
流
創
立
七
〇
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
曲
は
、
平
成
一
四
年
の
記
念
奉
讃
大
会

の
際
に
『
梅
花
流
創
立
五
十
周
年
記
念
奉
讃
御

和
讃
』
と
し
て
、
宮
城
県
長
興
寺
梅
花
講
の
伊

藤
定
子
さ
ん
（
当
時
一
級
教
範
）
が
作
ら
れ
た

歌
詞
を
、『
同
行
御
和
讃
』
の
曲
譜
に
乗
せ
て
お

唱
え
し
た
も
の
で
す
。

　

一
行
目
の
「
早は

る春
に
さ
き
が
け
咲
く
梅
を
」
の

解
釈
は
、春
が
来
て
梅
の
花
が
咲
く
の
で
は
な
く
、

ま
ず
梅
の
花
が
咲
い
て
、
そ
こ
に
春
を
招
き
寄
せ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
唱
え
を
通
し
て
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
梅
の
花
を
咲
か
せ

る
。
そ
の
梅
花
修
行
す
る
と
こ
ろ
に
、
花
開
く
帰

依
三
宝
の
世
界
を
創
り
ま
し
ょ
う
。

　

七
〇
周
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
記
念
表

彰
式
の
み
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
八
〇
周
年
・

百
周
年
と
世
界
が
平
和
の
中
で
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
に
と
願
い
、「
梅
は
早
春
を
開
く
」

の
心
を
持
っ
て
こ
の
曲
を
唱
え
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

詠
唱
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
講
員
皆
様

が
至
心
に
お
唱
え
下
さ
る
こ
と
が
一
番
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
あ
る
お
声
が
一
つ
に

な
っ
て
和
合
し
、丁
度
良
い
お
唱
え
に
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
安
心
し
て
お
仲
間
と
仲
良
く
楽
し
く
、
そ

し
て
健
康
で
少
し
で
も
永
く
梅
花
講
員
と
し
て
ご

活
躍
下
さ
る
こ
と
を
切
望
申
し
上
げ
ま
す
。

梅
花
妙
楽

■
今
年
は
「
梅
花
流
創
立
七
〇
周

年
」
と
い
う
大
き
な
節
目
。
記
念

式
典
の
み
開
催
さ
れ
た
。
詠
道
課
一

丸
と
な
っ
て
準
備
に
取
り
組
み
、
紆

余
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
無
事
に
本
番

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
皆
さ
ん

の
応
援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
と
、
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

■
一
昨
年
・
去
年
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

全
国
大
会
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
今
年
も
大
会
を
開
催
で
き

な
い
状
況
が
続
い
た
が
、
表
彰
式
は

予
定
ど
お
り
行
な
う
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
模
様
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

配
信
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。

■
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
よ
り

発
達
し
、パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
つ
で
気
軽
に
繋

が
れ
る
大
変
便
利
な
時
代
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
直
接
人
と
出
会
う
こ

と
の
方
が
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
直
接
の
対
面
で
の

再
会
に
喜
び
、
お
互
い
の
近
況
報
告

を
し
つ
つ
話
に
花
が
咲
き
、
と
て
も

嬉
し
そ
う
な
様
子
が
会
場
で
見
受

け
ら
れ
た
か
ら
だ
。

■
小
規
模
開
催
で
は
あ
っ
た
が

「
七
〇
周
年
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い

節
目
の
年
に
立
ち
会
え
、
と
て
も

感
慨
深
い
式
典
と
な
っ
た
。
来
年
の

大
会
で
は
画
面
越
し
で
は
な
く
、
一

つ
の
大
き
な
会
場
で
、
笑
顔
溢
れ
る

元
気
な
姿
の
皆
さ
ん
に
出
会
え
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
来
年

こ
そ
無
事
に
開
催
で
き
る
よ
う
祈

念
し
て
や
ま
な
い
。�

（
詠
道
課
）

⃝法具寄贈のお願い⃝
眠っている梅花法具がありましたら、下記まで
ご送付ください。貴重な法具の再活用に、ご協
力を宜しくお願いいたします。
〒105-8544
東京都港区芝2-5-2
伝道部詠道課「中古法具」係
03-3454-5416
※送料はご負担願います。

◆クイズの答えは
まごころに生きる

梅
花
流
創
立
記
念

　
　
　
　
奉
讃
御
和
讃

　

梅
花
流
の
宣
布
に
特
に
功
績
の
あ
る
師

範
71
人
、
入
講
25
年
以
上
の
正
流
詠
範

１
５
３
人
、
正
詠
教
範
85
人
、
梅
花
流
の

発
展
に
寄
与
し
た
宗
務
所
推
挙
の
師
範

２
５
３
人
並
び
に
詠
範
１
８
４
人
、
奨
励

賞（
入
講
20
年
以
上
）２
９
５
０
人
、
年
功

賞（
入
講
５
年
以
上
）３
８
２
５
人
、
模
範
と

す
べ
き
梅
花
講
５
８
９
講
、
海
外
寺
院
梅

花
講
12
講
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
た
。

　

正
詠
教
範
代
表
の
静
岡
県
真
珠
院
梅
花

講
の
山
田
彰
義
さ
ん（
92
）は
、
平
成
５
年
の

入
講
以
来
昇
等
を
重
ね
、
令
和
２
年
に
正

詠
教
範
に
合
格
。
今
回
の
受
賞
を
大
変
喜

び
、
誇
ら
し
げ
に
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
。

そ
の
他
の
代
表
者
に
も
、
厳
粛
な
雰
囲
気

の
な
か
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
元
梅
花
流
法
具
販
売
指
定
店

65
社
に
、
梅
花
流
の
発
展
に
貢
献
し
て
き

い
る
「
ス
マ
イ
ル
ア
ゲ
イ
ン
梅
花
の
つ
ど

い
」
に
同
じ
く
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
つ

ど
い
で
は
、
参
加
協
力
費
を
毎
回
曹
洞
宗

義
援
金
に
寄
託
し
、
開
催
21
回
を
数
え
た

累
計
は
約
一
千
万
円
と
な
っ
た
。
代
表
の

北
野
良
昭
師
範
は
「
一
回
で
も
多
く
、
ま

ご
こ
ろ
が
被
災
地
に
届
く
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　

最
後
に
、
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
の
南
こ

う
せ
つ
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
南

さ
ん
が
作
詞
作
曲
し
た
『
ま
ご
こ
ろ
に
生

き
る
』『
澄
み
わ
た
る
空
』
は
、
梅
花
流

の
幅
を
広
げ
、
講
員
以
外
の
檀
信
徒
に
も

た
く
さ
ん
歌
わ
れ
て
い
る
。
や
さ
し
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
と
わ
か
り
や
す
い
歌
詞
は
音
楽

布
教
に
最
適
で
、
曹
洞
宗
に
と
っ
て
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
代
表
的
な
曲
と
な
っ

た
。
南
さ
ん
は
「
感
謝
状
を
も
ら
っ
て
合

掌
し
た
時
に
、
父
と
母
の
喜
ん
で
い
る
顔

が
ふ
ぅ
っ
と
現
れ
ま
し
た
」
と
喜
び
を

語
っ
た
。

　

式
典
の
終
わ
り
に
、
特
派
師
範
が
『
梅

花
流
創
立
記
念
奉
讃
御
和
讃
』
を
奉
詠
し

て
華
を
添
え
た
。
清
興
で
は
、
70
周
年
記

念
事
業
と
し
て
二
部
合
唱
に
編
曲
さ
れ
た

梅
花
流
を
披
露
す
る
た
め
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
な
っ
た
。（
次
頁
に
関
連
記
事
）

た
功
績
を
讃
え
て
曹
洞
宗
管
長
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。
昭
和
38
年
に
始
ま
っ
て

以
来
、
多
く
の
梅
花
講
員
に
法
具
を
届
け

て
き
た
指
定
店
制
度
だ
っ
た
が
、
講
員
の

減
少
に
伴
い
販
路
を
宗
務
庁
出
版
部
に
集

約
し
た
た
め
、
令
和
４
年
３
月
31
日
を

以
っ
て
そ
の
役
割
を
終
え
て
い
た
。
京
都

の
法
衣
仏
具
店（
株
）松
本
屋
が
代
表
し
て

受
け
と
っ
た
。

　

次
に
、
自
然
災
害
の
被
災
地
支
援
を
掲

げ
「
歌
声
で
捧
げ
よ
う
祈
り
届
け
よ
う
ま

ご
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
有
志
が
開
催
し
て

梅花流専門委員
群馬県
大雲寺住職

仁科 清信

　

宗
務
庁
は
東
京
都
港
区
の
檀
信
徒
会
館
で
5
月
17
日
、
梅
花
流
創
立
70
周
年
記
念

表
彰
式
を
行
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
中
の
た
め
最
小
限
の
規
模
に
と
ど
め
、
事
前
に
撮

影
し
た
石
附
周
行
管
長
猊
下
の
お
こ
と
ば
を
放
映
し
た
の
ち
、
代
表
者
11
名
へ
の
表

彰
状
と
3
名
へ
の
感
謝
状
が
岩
井
秀
弘
伝
道
部
長
に
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

70
周
年
記
念
表
彰
式
を
挙
行

正詠教範代表で受賞する山田彰義 氏

特派師範からの花束贈呈後に挨拶する南こうせつ 氏

補
足

⑴  梅花新聞　第 47 号	 香　里	 2022（令和４）年 8月 8日 2022（令和４）年 8月 8日	 香　里	 梅花新聞　第 47 号  ⑷



４年ぶりの
開催

伝道部詠道課は、創立 70 周年記念事業として、
『聖号』『修証義御詠歌（伝心）』など、梅花流の 23 曲を二部合唱にして発表した。

編曲者は、バリトン歌手の平
ひら

林
ばやし

  龍
りゅう

氏。

　

岩
井
秀
弘
伝
道
部
長
よ
り
、令
和
５
年
度
の
全
国
大
会
を
江
東
区
有
明
「
東
京
ガ
ー

デ
ン
シ
ア
タ
ー
」
で
５
月
24
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
実
施
さ
れ
れ
ば
、

令
和
元
年
の
熊
本
大
会
以
来
と
な
る
。
募
集
人
数
は
５
０
０
０
人
。

▼
初
披
露
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

梅
花
流
が
二
部
合
唱
に
！

　

平
林
さ
ん
は
、
東
京
藝
術
大
学
声
楽
科

を
卒
業
し
、
パ
リ
の
エ
コ
ー
ル
ノ
ル
マ
ル

音
楽
院
に
留
学
。
各
種
リ
サ
イ
タ
ル
の
ほ

か
、
作
曲
活
動
や
合
唱
指
導
な
ど
も
精
力

的
に
行
な
っ
て
い
る
。
梅
花
流
師
範
養
成

所
等
で
の
発
声
指
導
の
縁
か
ら
、
今
回
の

依
頼
と
な
っ
た
。

　

表
彰
式
の
あ
と
、
平
林
さ
ん
、
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
の
北
野
里
沙
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
幕
。
ピ
ア
ノ
は
栗
原
麻
樹

さ
ん
。
編
曲
さ
れ
た
御
詠
歌
・
御
和
讃
8

曲
を
中
心
に
し
た
約
40
分
の
ス
テ
ー
ジ
は

大
盛
況
。
日
本
歌
曲
や
オ
ペ
ラ
の
名
曲
も

披
露
し
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
も
応
え
、
プ
ロ

の
歌
手
の
迫
力
あ
る
歌
声
で
観
客
を
魅
了

し
た
。

　

編
曲
者
に
よ
る
お
披
露
目
と
な
っ
た
斬

新
で
荘
厳
な
響
き
は
、
節
目
を
迎
え
た
梅

花
流
に
活
力
を
与
え
る
要
素
を
た
く
さ
ん

具
え
て
い
る
。
こ
の
二
部
合
唱
曲
の
楽
譜

と
Ｃ
Ｄ
は
、
70
周
年
記
念
表
彰
の
賛
助
会

員
に
記
念
品
と
し
て
配
布
さ
れ
た
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
ハ
モ
リ
パ
ー
ト
の
練
習
も
で

き
る
教
材
を
配
信
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
、
み
ん
な
で
二
部
合
唱
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
依
頼
が
あ
れ
ば

歌
唱
指
導
に
も
行
き

ま
す
」
と
い
う
平
林

さ
ん
。
ご
希
望
の
場

合
は
詠
道
課
に
ご
相

談
を
。

　
　
　
　
　
　
さ
て
、
こ
の
曲
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
で
し
ょ
う
？

ばば

いい

かか

クク

イイ

ズズ

　

第
１
３
９
回
曹
洞
宗
通
常
宗
議
会
に
お

い
て
曹
洞
宗
梅
花
講
規
程
の
変
更
案
が
可

決
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
施
行

さ
れ
る
。

　

大
き
な
変
更
点
は
、
檀
信
徒
の
教
階
の

う
ち
、
権
正
教
導
・
権
中
教
導
・
権
大
教

導
の
検
定
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、
負
担
を

軽
減
し
受
検
期
間
を
短
縮
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
教
導
は
正
教
導
を
、
正
教

導
は
中
教
導
を
、
中
教
導
は
大
教
導
を
そ

れ
ぞ
れ
一
教
階
飛
び
越
え
て
受
検
す
る
こ
と

に
な
る
。
課
題
曲
は
左
記
の
と
お
り
。

　

梅
花
流
全
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
70

年
の
節
目
に
合
わ
せ
て
改
革
を
実
行
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
北
海
道
大
会
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
中
止

と
な
っ
て
以
降
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
た
が
、
情
勢
が
変
化
し
て
き
た
こ
と

を
受
け
東
京
で
の
開
催
を
決
定
し
た
。

会
場
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
シ
ア
タ
ー
は
、

２
０
２
０
年
に
開
業
し
た
ば
か
り
の
劇

場
型
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
。
東
京
で
も
比
類

な
い
最
上
級
の
施
設
と
し
て
各
方
面
の

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

清
興
は
、
表
彰
式
で
歌
っ
た
平
林 

龍

さ
ん
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
改
め
て
、
二
部

合
唱
の
編
曲
者
と
し
て
紹

介
す
る
機
会
と
な
る
。
平

林
さ
ん
は
「
皆
さ
ま
に
お

会
い
す
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
梅
花
流
二

部
合
唱
曲
を
一
緒
に
歌
え

た
ら
最
高
で
す
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。
素
晴

ら
し
い
会
場
で
、
高
ら
か

に
歌
い
上
げ
る
極
上
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
ご
期
待

い
た
だ
き
た
い
。

権
正
教
導
、
権
中
教
導
、
権
大
教
導
の

検
定
を
廃
止

梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会

東京ガーデンシアター　ステージからの眺め

平林　龍 氏
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４年ぶりの
開催

伝道部詠道課は、創立 70 周年記念事業として、
『聖号』『修証義御詠歌（伝心）』など、梅花流の 23 曲を二部合唱にして発表した。

編曲者は、バリトン歌手の平
ひら

林
ばやし

  龍
りゅう

氏。

　

岩
井
秀
弘
伝
道
部
長
よ
り
、令
和
５
年
度
の
全
国
大
会
を
江
東
区
有
明
「
東
京
ガ
ー

デ
ン
シ
ア
タ
ー
」
で
５
月
24
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
実
施
さ
れ
れ
ば
、

令
和
元
年
の
熊
本
大
会
以
来
と
な
る
。
募
集
人
数
は
５
０
０
０
人
。

▼
初
披
露
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

梅
花
流
が
二
部
合
唱
に
！

　

平
林
さ
ん
は
、
東
京
藝
術
大
学
声
楽
科

を
卒
業
し
、
パ
リ
の
エ
コ
ー
ル
ノ
ル
マ
ル

音
楽
院
に
留
学
。
各
種
リ
サ
イ
タ
ル
の
ほ

か
、
作
曲
活
動
や
合
唱
指
導
な
ど
も
精
力

的
に
行
な
っ
て
い
る
。
梅
花
流
師
範
養
成

所
等
で
の
発
声
指
導
の
縁
か
ら
、
今
回
の

依
頼
と
な
っ
た
。

　

表
彰
式
の
あ
と
、
平
林
さ
ん
、
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
の
北
野
里
沙
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
幕
。
ピ
ア
ノ
は
栗
原
麻
樹

さ
ん
。
編
曲
さ
れ
た
御
詠
歌
・
御
和
讃
8

曲
を
中
心
に
し
た
約
40
分
の
ス
テ
ー
ジ
は

大
盛
況
。
日
本
歌
曲
や
オ
ペ
ラ
の
名
曲
も

披
露
し
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
も
応
え
、
プ
ロ

の
歌
手
の
迫
力
あ
る
歌
声
で
観
客
を
魅
了

し
た
。

　

編
曲
者
に
よ
る
お
披
露
目
と
な
っ
た
斬

新
で
荘
厳
な
響
き
は
、
節
目
を
迎
え
た
梅

花
流
に
活
力
を
与
え
る
要
素
を
た
く
さ
ん

具
え
て
い
る
。
こ
の
二
部
合
唱
曲
の
楽
譜

と
Ｃ
Ｄ
は
、
70
周
年
記
念
表
彰
の
賛
助
会

員
に
記
念
品
と
し
て
配
布
さ
れ
た
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
ハ
モ
リ
パ
ー
ト
の
練
習
も
で

き
る
教
材
を
配
信
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
、
み
ん
な
で
二
部
合
唱
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
依
頼
が
あ
れ
ば

歌
唱
指
導
に
も
行
き

ま
す
」
と
い
う
平
林

さ
ん
。
ご
希
望
の
場

合
は
詠
道
課
に
ご
相

談
を
。

　
　
　
　
　
　
さ
て
、
こ
の
曲
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
で
し
ょ
う
？

ばば

いい

かか

クク

イイ

ズズ

　

第
１
３
９
回
曹
洞
宗
通
常
宗
議
会
に
お

い
て
曹
洞
宗
梅
花
講
規
程
の
変
更
案
が
可

決
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
施
行

さ
れ
る
。

　

大
き
な
変
更
点
は
、
檀
信
徒
の
教
階
の

う
ち
、
権
正
教
導
・
権
中
教
導
・
権
大
教

導
の
検
定
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、
負
担
を

軽
減
し
受
検
期
間
を
短
縮
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
教
導
は
正
教
導
を
、
正
教

導
は
中
教
導
を
、
中
教
導
は
大
教
導
を
そ

れ
ぞ
れ
一
教
階
飛
び
越
え
て
受
検
す
る
こ
と

に
な
る
。
課
題
曲
は
左
記
の
と
お
り
。

　

梅
花
流
全
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
70

年
の
節
目
に
合
わ
せ
て
改
革
を
実
行
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
北
海
道
大
会
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
中
止

と
な
っ
て
以
降
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
た
が
、
情
勢
が
変
化
し
て
き
た
こ
と

を
受
け
東
京
で
の
開
催
を
決
定
し
た
。

会
場
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
シ
ア
タ
ー
は
、

２
０
２
０
年
に
開
業
し
た
ば
か
り
の
劇

場
型
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
。
東
京
で
も
比
類

な
い
最
上
級
の
施
設
と
し
て
各
方
面
の

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

清
興
は
、
表
彰
式
で
歌
っ
た
平
林 

龍

さ
ん
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
改
め
て
、
二
部

合
唱
の
編
曲
者
と
し
て
紹

介
す
る
機
会
と
な
る
。
平

林
さ
ん
は
「
皆
さ
ま
に
お

会
い
す
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
梅
花
流
二

部
合
唱
曲
を
一
緒
に
歌
え

た
ら
最
高
で
す
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。
素
晴

ら
し
い
会
場
で
、
高
ら
か

に
歌
い
上
げ
る
極
上
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
ご
期
待

い
た
だ
き
た
い
。

権
正
教
導
、
権
中
教
導
、
権
大
教
導
の

検
定
を
廃
止

梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
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創
立
六
〇
周
年
の
際
に
、
永
く
歌

い
継
が
れ
る
よ
う
に
と
「
ご
じ
ゅ
う
ね
ん
」

の
歌
詞
を
「
い
く
と
せ
か
」
に
変
え
、
タ

イ
ト
ル
も
変
更
し
て
現い

在ま

に
お
唱
え
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
達
は
梅
花
流
詠
讃
歌
を
通
し
て
、
正
し
い
信
仰
に
生
き
ま
す
。

私
達
は
梅
花
流
詠
讃
歌
を
通
し
て
、
仲
よ
い
生く

ら
し活
を
い
た
し
ま
す
。

私
達
は
梅
花
流
詠
讃
歌
を
通
し
て
、
明
る
い
世
の
中
を
つ
く
り
ま
す
。

お誓い

梅
花
新
聞�【
香
里
】

第
47
号

題
字�

管
長
石
附
周
行
禅
師

発
行
者
　
鬼
生
田
俊
英

発
行
所
　
曹
洞
宗
宗
務
庁

企
画
編
集
　
伝
道
部
詠
道
課

　

梅
花
流
創
立
七
〇
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
曲
は
、
平
成
一
四
年
の
記
念
奉
讃
大
会

の
際
に
『
梅
花
流
創
立
五
十
周
年
記
念
奉
讃
御

和
讃
』
と
し
て
、
宮
城
県
長
興
寺
梅
花
講
の
伊

藤
定
子
さ
ん
（
当
時
一
級
教
範
）
が
作
ら
れ
た

歌
詞
を
、『
同
行
御
和
讃
』
の
曲
譜
に
乗
せ
て
お

唱
え
し
た
も
の
で
す
。

　

一
行
目
の
「
早は

る春
に
さ
き
が
け
咲
く
梅
を
」
の

解
釈
は
、春
が
来
て
梅
の
花
が
咲
く
の
で
は
な
く
、

ま
ず
梅
の
花
が
咲
い
て
、
そ
こ
に
春
を
招
き
寄
せ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
唱
え
を
通
し
て
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
梅
の
花
を
咲
か
せ

る
。
そ
の
梅
花
修
行
す
る
と
こ
ろ
に
、
花
開
く
帰

依
三
宝
の
世
界
を
創
り
ま
し
ょ
う
。

　

七
〇
周
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
記
念
表

彰
式
の
み
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
八
〇
周
年
・

百
周
年
と
世
界
が
平
和
の
中
で
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
に
と
願
い
、「
梅
は
早
春
を
開
く
」

の
心
を
持
っ
て
こ
の
曲
を
唱
え
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

詠
唱
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
講
員
皆
様

が
至
心
に
お
唱
え
下
さ
る
こ
と
が
一
番
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
あ
る
お
声
が
一
つ
に

な
っ
て
和
合
し
、丁
度
良
い
お
唱
え
に
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
安
心
し
て
お
仲
間
と
仲
良
く
楽
し
く
、
そ

し
て
健
康
で
少
し
で
も
永
く
梅
花
講
員
と
し
て
ご

活
躍
下
さ
る
こ
と
を
切
望
申
し
上
げ
ま
す
。

梅
花
妙
楽

■
今
年
は
「
梅
花
流
創
立
七
〇
周

年
」
と
い
う
大
き
な
節
目
。
記
念

式
典
の
み
開
催
さ
れ
た
。
詠
道
課
一

丸
と
な
っ
て
準
備
に
取
り
組
み
、
紆

余
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
無
事
に
本
番

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
皆
さ
ん

の
応
援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
と
、
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

■
一
昨
年
・
去
年
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

全
国
大
会
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
今
年
も
大
会
を
開
催
で
き

な
い
状
況
が
続
い
た
が
、
表
彰
式
は

予
定
ど
お
り
行
な
う
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
模
様
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

配
信
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。

■
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
よ
り

発
達
し
、パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
つ
で
気
軽
に
繋

が
れ
る
大
変
便
利
な
時
代
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
直
接
人
と
出
会
う
こ

と
の
方
が
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
直
接
の
対
面
で
の

再
会
に
喜
び
、
お
互
い
の
近
況
報
告

を
し
つ
つ
話
に
花
が
咲
き
、
と
て
も

嬉
し
そ
う
な
様
子
が
会
場
で
見
受

け
ら
れ
た
か
ら
だ
。

■
小
規
模
開
催
で
は
あ
っ
た
が

「
七
〇
周
年
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い

節
目
の
年
に
立
ち
会
え
、
と
て
も

感
慨
深
い
式
典
と
な
っ
た
。
来
年
の

大
会
で
は
画
面
越
し
で
は
な
く
、
一

つ
の
大
き
な
会
場
で
、
笑
顔
溢
れ
る

元
気
な
姿
の
皆
さ
ん
に
出
会
え
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
来
年

こ
そ
無
事
に
開
催
で
き
る
よ
う
祈

念
し
て
や
ま
な
い
。�

（
詠
道
課
）

⃝法具寄贈のお願い⃝
眠っている梅花法具がありましたら、下記まで
ご送付ください。貴重な法具の再活用に、ご協
力を宜しくお願いいたします。
〒105-8544
東京都港区芝2-5-2
伝道部詠道課「中古法具」係
03-3454-5416
※送料はご負担願います。

◆クイズの答えは
まごころに生きる

梅
花
流
創
立
記
念

　
　
　
　
奉
讃
御
和
讃

　

梅
花
流
の
宣
布
に
特
に
功
績
の
あ
る
師

範
71
人
、
入
講
25
年
以
上
の
正
流
詠
範

１
５
３
人
、
正
詠
教
範
85
人
、
梅
花
流
の

発
展
に
寄
与
し
た
宗
務
所
推
挙
の
師
範

２
５
３
人
並
び
に
詠
範
１
８
４
人
、
奨
励

賞（
入
講
20
年
以
上
）２
９
５
０
人
、
年
功

賞（
入
講
５
年
以
上
）３
８
２
５
人
、
模
範
と

す
べ
き
梅
花
講
５
８
９
講
、
海
外
寺
院
梅

花
講
12
講
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
た
。

　

正
詠
教
範
代
表
の
静
岡
県
真
珠
院
梅
花

講
の
山
田
彰
義
さ
ん（
92
）は
、
平
成
５
年
の

入
講
以
来
昇
等
を
重
ね
、
令
和
２
年
に
正

詠
教
範
に
合
格
。
今
回
の
受
賞
を
大
変
喜

び
、
誇
ら
し
げ
に
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
。

そ
の
他
の
代
表
者
に
も
、
厳
粛
な
雰
囲
気

の
な
か
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
元
梅
花
流
法
具
販
売
指
定
店

65
社
に
、
梅
花
流
の
発
展
に
貢
献
し
て
き

い
る
「
ス
マ
イ
ル
ア
ゲ
イ
ン
梅
花
の
つ
ど

い
」
に
同
じ
く
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
つ

ど
い
で
は
、
参
加
協
力
費
を
毎
回
曹
洞
宗

義
援
金
に
寄
託
し
、
開
催
21
回
を
数
え
た

累
計
は
約
一
千
万
円
と
な
っ
た
。
代
表
の

北
野
良
昭
師
範
は
「
一
回
で
も
多
く
、
ま

ご
こ
ろ
が
被
災
地
に
届
く
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　

最
後
に
、
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
の
南
こ

う
せ
つ
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
南

さ
ん
が
作
詞
作
曲
し
た
『
ま
ご
こ
ろ
に
生

き
る
』『
澄
み
わ
た
る
空
』
は
、
梅
花
流

の
幅
を
広
げ
、
講
員
以
外
の
檀
信
徒
に
も

た
く
さ
ん
歌
わ
れ
て
い
る
。
や
さ
し
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
と
わ
か
り
や
す
い
歌
詞
は
音
楽

布
教
に
最
適
で
、
曹
洞
宗
に
と
っ
て
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
代
表
的
な
曲
と
な
っ

た
。
南
さ
ん
は
「
感
謝
状
を
も
ら
っ
て
合

掌
し
た
時
に
、
父
と
母
の
喜
ん
で
い
る
顔

が
ふ
ぅ
っ
と
現
れ
ま
し
た
」
と
喜
び
を

語
っ
た
。

　

式
典
の
終
わ
り
に
、
特
派
師
範
が
『
梅

花
流
創
立
記
念
奉
讃
御
和
讃
』
を
奉
詠
し

て
華
を
添
え
た
。
清
興
で
は
、
70
周
年
記

念
事
業
と
し
て
二
部
合
唱
に
編
曲
さ
れ
た

梅
花
流
を
披
露
す
る
た
め
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
な
っ
た
。（
次
頁
に
関
連
記
事
）

た
功
績
を
讃
え
て
曹
洞
宗
管
長
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。
昭
和
38
年
に
始
ま
っ
て

以
来
、
多
く
の
梅
花
講
員
に
法
具
を
届
け

て
き
た
指
定
店
制
度
だ
っ
た
が
、
講
員
の

減
少
に
伴
い
販
路
を
宗
務
庁
出
版
部
に
集

約
し
た
た
め
、
令
和
４
年
３
月
31
日
を

以
っ
て
そ
の
役
割
を
終
え
て
い
た
。
京
都

の
法
衣
仏
具
店（
株
）松
本
屋
が
代
表
し
て

受
け
と
っ
た
。

　

次
に
、
自
然
災
害
の
被
災
地
支
援
を
掲

げ
「
歌
声
で
捧
げ
よ
う
祈
り
届
け
よ
う
ま

ご
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
有
志
が
開
催
し
て

梅花流専門委員
群馬県
大雲寺住職

仁科 清信

　

宗
務
庁
は
東
京
都
港
区
の
檀
信
徒
会
館
で
5
月
17
日
、
梅
花
流
創
立
70
周
年
記
念

表
彰
式
を
行
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
中
の
た
め
最
小
限
の
規
模
に
と
ど
め
、
事
前
に
撮

影
し
た
石
附
周
行
管
長
猊
下
の
お
こ
と
ば
を
放
映
し
た
の
ち
、
代
表
者
11
名
へ
の
表

彰
状
と
3
名
へ
の
感
謝
状
が
岩
井
秀
弘
伝
道
部
長
に
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

70
周
年
記
念
表
彰
式
を
挙
行

正詠教範代表で受賞する山田彰義 氏

特派師範からの花束贈呈後に挨拶する南こうせつ 氏

補
足
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